
西播の蝶分布資料 (2)

1. IWAMuRA& T. NAKATAJ;I  S o m e  Notes O n  the B u  
tterfly Fauna of Southwest Hyogo-Pref. (2) 
雪彦山( 飾磨郡夢前町) の蝶相につL 、てはほぼ解明さ
れていて、現在筆者等によってまとめられており、近く
発表できるものと思ってL、る。ここでは紙面の関係上、
その中から今まで記録されてし、ないもの、及び分布上興
味深い種、数種につL、て報告する。
雪彦山は県下中国山脈の南端に属し、従って比較的寒
地系の積をよく残存してL、ると共に、反面モンキアゲノ、
等暖地系の蝶も入り込んでし、て、蝶相は変化に富み、興
味深L、所である。岡山の蝶相につし、て触れた文献は少な
く、山本 (1954) がその一端を紹介して以来公表された
ものはないようで、ようやく最近に至り、槽谷 (1960) は
はじめて総括的な解説を試み、 ミヤマチヤバネセセリ、
シータテハ等を記録すると共に、岡山産としてiO穫を挙
げている。
尚本交をまとめるに当っては、同じ志を持って調賓に

当られ、種々御協力頂いた糟谷勝君に深謝します。
ホシチヤパネセセリ Aeromachus inachus M E N佐

TRIES 1 ぢ 5 Sept. 1960Col. &  Poss. T. N  
県下では極めて稀で、従来その産地は数カ所しか知ら

れてL、なl ' 0 朝来郡栃原谷及び小段ヶ嶺湿原には割合産
する事が知られている。県下では、その第 2化の得られ
る事を公表したものを知らないが、今問記録したものは
時期的にも、またその標本の鮮度からみても、明らかに
第 2化のものである。僅か 1頭なので比較できなし、が第
1化のものより少しIJ、形で後場裏面の斑紋はより鮮明で
ある。
渓流治L、の水滴りにみられ、 7 月中旬にも現在までで
数頭が採集されてL 、るが、極めて稀なようである。
スジゲロチヤバネセセリ Thymelicus leoninus 

岩村 巌・中谷貴寿
発生が早く、 7月中旬には両種共に得られるようになり

れるようになる。
尚標題には関係ないが、ヘリグロチヤバネセセリの産

地と L て美方郡扇ノ山を記録しておく( 1 ♀、 1 A u g
1955Col. &  Poss. T. N )  
ミヤマチヤパネセセリ Pelopidas jansonis BUTLER 
県下では極めて稀なように言われているが、筆者の 1

人、中谷は1955年の夏、扇ノ山及び朝来郡栃原で多数採
集しており、それらの地に於ては小なくとも夏期には決
して稀ではない。しかし雪彦山では意外に少なく、現在
まで筆者等の知る限りでは、 5月と 8月に夫々 1頭、計
2頭 L か得られておらず、極めて稀といわねばならな
l'o 今まで得られた 2頭は賀野神社前と中腹の渓流治い
である。
ウスパシロチョウ Parnassius glacialis mikado 

BRYK 巴t ETSNER 
数年前までは同山至る所に多産したものであるが、最

近では著しく減少してしまっている。これは新たに植樹
された杉の木が大きく成長して環境が全く変化してしま
った事と最近の乱獲の為めであろうと思われ、特に中腹
辺りのかつて多産した場所では、日当りのよい草原上を
フワフワと次から次へと飛んできたものなのに、今では
背丈以上の杉が繁っており、殆んど本種は見かけられな
くなってしまったの現在では賀野神社より下の畑地辺り
で多く採集きれているの岡山産の♀には極めて暗化した
個体が多く、 sp. kyotonis程度のものも少なくない。
モンキアゲハ Rapilio helenus nicconicolens B u  

TLER 
本積は構磨地方でも稀なものではなく採集はされてい
るc 雪彦山でも比較的多産し、夏期に訪れれば必ず見ヵ、

BUTLER けるが、糟谷君によれば、むしろ河原口などの低地帯に
ヘリゲロチヤバネセセリ Thymelicus sy1vaticus I 多く見かけられるとし、う。

BREMRR 
いずれも稀なものであるが、 j芙流治L、の繁み上に見か
けるr この両種が産地によっては場所的、時期的にズレ
を持ってレるら L いという事が高橋昭( 倖呑蝶No.39)、
田中審( 同No.43) 両氏により述べられているが、雪彦山
では棲み分けは認められず、同じ場所で 2種共に得られ
るc ただ発生期は明らかにずれており、ヘリグロの方が

ミヤマカラスアゲハ Papilio maakii satakei M A T  
前JMURA 前報(1)でも触れたように、本種は同IUに於ては

鮮な伺体が得られており、発生回数は年 3聞と思われ
る。春期には少なく、 5月中旬に筆者の 1入、岩村は 1
Sを採集し、他に 1頭目撃したことがあるだけである。
尚同山で前遡表面にミヤマカラスアゲハのような黄色
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| 品開( 上小田行播但線寺前駅前より神姫パス

10.8キロ・約30分・ 50円
寺前発 6 0 4  上小田発 7.10 

7.24 8.20 
12.55 13.20 
1605 16.50 
18.20 1850 
- 駅前[ よりタクシーもあるυ

川上行 • j番但線長谷駅前より町営ノ〈ス
7  5キロ・約30分・ 50円
長谷発
平日 6 3 0  休日 6 3 0  

1520 ( 土曜日は13.00発) 1720 
17.20 

メスは川上につくと折返し長谷行となる。
額めは凶，，;n1yノζスを出してくれる
- 駅前よりタクンーもあるコ

(p174より続け
鱗千告を現わしたカラスアゲハの春型( 1 ふ1960.5.13. C  
01. &aPoss. 1  .  1) が得られており、このような個体は
あまり見かけなし、と思うので報告しておく、奄美大島産
のカラスアゲノ、春型の古では一般にそのような傾向が見
られるが、今! 日l得たものは、それらよりもはるカ Jこ強く
且つ鮮明で一見ミヤマカラスアゲノ、と見誤るはカ} りであ
る。ただその他の特1設によりカラスアゲハである事も疑
L  、はなレ。この様な伽1休が発見され得るとしう事はミヤ
マカラスアゲノ、とカラスアゲノ、聞の交雑とし、う事も支え
られ興味ある! 問題である。
ヱソスジクロシロチョウ

Pieris napi japonica S'IIR'C  zu 
県下におし、ても、段近各地から採集例か報告されてお
り、決して珍らしし、ものではなしが、雪彦山にも少なし、
ながら産する。今の所夏期に王として採集されてしるが
9 月にも得られてL 、る O

メスアカミドリシシミ Chrysozephyrus smaragd 
inusamoenus M U R A Y A ¥ I A  
1935年には| 本氏によって同山紅葉橋附近で県 F初の 1
♀か記録されて以来、今日まで全くその状態が明ら泊、で
なカ hったが、 20余年経た1960年 7 月26日に，かつて山本
氏の得られたのと II;J じ場所( 紅葉橋は現在なくなってい
る) 沈つぼの近くで、下草に静止中の 1 ♀が偶然升田博
雄君によって得られ、現在でもやはり怯息してL、ること
が明らiJ，になっ 1.:.0
標本は既に汚J員の度が著しく後遡も少し破損している方、
現在中谷泊所有してし、る。

( ¥ ，、ずれも電話長谷22番)

! 互互 | 地理調査所発行 5 7]51 0 ) 1 1"山崎」
栃原高原ロッジ" 橋介| 高原主主山図

l:st mxl 
大河町役場 小出原谷調査記録 34年11月

"  砥ノ峯高原fJIB査記録 35年 7 月
西村公夫峯山ノ、イキングコース

雑訴「主主IUJ 34年 9月号
"  段カ峯と峯山高原

"  1 " 山と高原J 36年 1 月号

"  イEのコースを訪ねて
"1" "  J  36月 6月号

朋文堂 . マウンテンガイドブックシリース44
中国の山と谷

刷文堂 : 大阪周辺の山々
稲田又見 : 兵庫県羊歯植物誌( 1958)

Zephyrus類は丁度その発生期カ i梅雨と一致し、その
上普通の採集者には一寸見つかりにくし、習性なとが原因
で、長く得られずにし: たものであろう C

スギタニルリシνミ C 巴lastrina sugitanii M A ' I ' S U M -
U R A  

i采流に沿って、至る所に多産する。出現期は 4 月中旬
~ ド旬で、汚損した♀は 6月上旬にも得られる。かつ
て吉阪・中谷( 1959) は当地産につし、て裏聞が白化する
傾向にあると述へてL、るが、その後筆者等は当地産及ひ
三国各地産の多数の標本を集め、比較見討した結果、本
州、l他地方産のものと全く区別出来なし、事を知った。
シータテJ、Polygonia c-album hamigera B U'I'L E R  
県下では朝来郡栃原及び氷ノ山附近に産し、六甲山系

からの記録もあるが、し、ずれの地におし、ても稀なもので
ある 3 雪彦山では、特谷君により 1958年 8月 2 日に 1 O  
が採集されただけで、その後得られたことはなし、ょうで
あるう標本は械めて新鮮な夏型で、現在中谷が所有して
しる 0' 果してこれカ当地で発生したものカ、{ 周産種かは
切Jら泊、でなL 、が、恐らく、 1，'liカ、なヵ、らも発生を続けてし、
るものと思われ、 1寺; j E も必ず得られるに違L 、なし
文献
山本lムー; "j番磨当彦山の蝶‘本設V o1. 2.No 4/5吉!日記
道雄・中谷貴寿ゾ県下におけるスギタニノレリシジミ
の一新陵地" 本設V o1. 3， No.5 
糟谷勝雪jZ山の蝶" 西高生物第 5号、 1960. 兵庫
県立加古川西高等学校生物部機関黙
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